
第
１
回
鶴
岡
市
病
院
跡

地
活
用
検
討
委
員
会
（
委

員
長
・
阿
部
真
一
副
市

長
）
が

日
行
わ
れ
ま
し

12

た
。皆

川
市
長
が
「
解
体
後

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る

が
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
中

心
と
し
つ
つ
、
共
生
社
会

の
下
で
多
く
の
市
民
か
ら

多
目
的
に
利
用
で
き
る
施

設
の
検
討
と
、
市
民
参
画

の
も
と
整
備
基
本
計
画
を

策
定
す
る
目
的
で
、
検
討

委
員
会
を
開
催
す
る
」
旨

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

旧
鶴
岡
病
院
解
体
と
跡

地
活
用
に
つ
い
て
、
解
体

費
約

億
円
、
人
工
芝
サ

13

ッ
カ
ー
場
整
備
費
約

億
10

円
の
総
額

億
円
を
見
込

23

み
、
県
は
解
体
費
の
２
分

の
１
の
６
・
５
億
円
を
負

担
し
、
市
は
過
疎
債
を
活

用
し
て
４
・

億
円
と
予

77

定
し
て
い
ま
す
。

（

）

、

整
備
概
要

案

で
は

病
棟
敷
地
と
他
の
敷
地
に

高
低
差
が
あ
る
こ
と
や
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
等
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
様
々
な
意
見

委
員
か
ら

「
現
地
を

、

」
、

見
た
上
で
検
討
し
た
い

「
金
峰
少
年
自
然
の
家
と

併
せ
た
活
用
を
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
か

、」

「
障
が
い
者
も
含
め
ス
ポ

ー
ツ
や
観
覧
が
出
来
る
施

設
に
し
て
ほ
し
い

、」

「
子
ど
も
達
も
遊
べ
る
遊

具
の
設
置
や
運
動
会
や
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
使
用
等
、」

、

多
目
的
に
し
て
ほ
し
い

「
水
場
や
ト
イ
レ
等
充
実

し
防
災
対
策
と
し
て
も
考」、

え
る
べ
き
で
は
な
い
か

「
サ
ッ
カ
ー
場
を
本
来
の

目
的
と
し
、
例
外
の
目
的

の
検
討
は
分
け
て
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
」
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

市
当
局
は
県
と
調
整

後
、
現
地
見
学
と
子
ど
も

達
に
係
わ
る
関
係
機
関
等

に
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
年
４
回
程

度
を
想
定
し
、
次
回
以
降

を
７
月
、

月
、
２
月
を

10

予
定
し
て
い
る
旨
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
と
坂
本

昌
栄
議
員
が
傍
聴
し
ま
し

た
。

防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

半
田
滋
（
は
ん
だ
し
げ

る
）
講
演
会

５
月

日
（
月
）
午
後
２

22

時
～
４
時
・
こ
ぴ
あ
２
階

ホ
ー
ル
・
資
料
代
５
０
０

円演
題
「
敵
基
地
攻
撃
と
日

米
一
体
化

「
防
衛
費
倍

」

増
は
国
民
負
担
に
」

主
催
実
行
委
員
会

共
催
つ
る
お
か
・
た
が
わ

九
条
の
会
他

問
い
合
わ
せ

ー
５
１
１

22

１
（
鶴
岡
生
協
組
織
部
）

市議会６月定例会日程（予定）

※開会時刻は10：00です。

（ ） （ 、 、６月１３日 火 本会議 開会 提案説明

総括質問等 、予算特別委員会）

１５日（木）本会議（一般質問）

１６日（金）本会議（一般質問）

10時：共産党市議団（予定）

１９日（月）本会議（一般質問）

２０日（火）常任委員会（総務）

２１日（水）常任委員会（市民文教）

２２日（木）常任委員会（厚生）

２３日（金）常任委員会（産業建設）

２９日（木）予算特別委員会

３０日（金）本会議（閉会）

☆請願の締め切りは６月６日（火）午後１時
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拶
。
△
７
（
日
）
第
一
学
区
囲
碁
ク
ラ

ブ
総
会
で
挨
拶
。
△
同
日
、
小
中
一
貫

校
考
え
る
会
に
出
席
。
市
の
十
分
な
説

明
と
徹
底
し
た
議
論
の
必
要
性
を
確

認
。
△
８
（
月
）
新
型
コ
ロ
ナ
「
５
類

化
の
日
」
に
県
要
請
。
政
府
計
画
に
医

療
確
保
の
見
通
し
が
無
い
事
を
指
摘

、

。

し

県
民
の
命
を
守
る
対
策
を
求
め
る

翌
日
の
山
形
新
聞
に
写
真
入
り
で
掲

載
。
△
同
日
、
公
平
・
公
正
な
議
会
運

営
等
を
求
め
る
申
入
れ
書
を
代
表
世
話

人
会
座
長
に
提
出
。
△
党
県
議
団
会
議

で
私
が
団
長
に
決
ま
り
、
今
後4

年
間

一
層
奮
闘
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

（
県
議

関

徹
）

た
。

△
１
（
月
）
メ

ー
デ
ー
鶴
岡
田

川
地
区
集
会
で

来
賓
挨
拶
、
久

し
ぶ
り
の
デ
モ

行
進
も
。
△
２

（
火
）
荘
内
病

院
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
５
類
化
後
の
計
画
を
聴
き
取
り
。

コ
ロ
ナ
禍
で
病
院
が
果
た
し
て
き
た
大

き
な
役
割
を
確
認
す
る
と
共
に
、
現
在

の
体
制
で
コ
ロ
ナ
入
院
を
受
け
入
れ
る

事
の
負
担
の
大
き
さ
を
再
認
識
。
△
３

（

）

。

水

憲
法
記
念
日
に
市
議
団
と
街
宣

△
同
日
、
有
志
市
民
の
街
頭
集
会
で
挨

２３４７NO.
２０２３．５．２１

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5

電話22－3313

無料生活相談所

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

こ
ど
も
の
森
食
堂
実
行

（

）

委
員
会

代
表
・
佐
藤
渡

は
、
稲
生
町
民
を
対
象
に

日
（
土
）
か
ら
こ
ど
も

13食
堂
を
開
催
し
ま
し
た
。

稲
生
公
民
館
及
び
集
会

所
を
利
用
し
、
第
２
土
曜

日
と
第
４
金
曜
日
の
月
２

回
で
、
午
後
５
時
か
ら
学

習
支
援
と
、
午
後
６
時
か

ら
食
事
と
懇
談
（
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
・
カ
フ
ェ
タ
イ

ム
）
を
予
定
し
、
こ
ど
も

や
親
の
居
場
所
と
な
る
よ

う
実
施
し
ま
す
。

会
費
は
大
人
３
０
０

円
、
こ
ど
も
無
料
で
、
無

料
食
材
の
提
供
（
庄
内
農

民
連
よ
り
お
米
、
町
民
よ

り
山
菜
等
）
や
、
町
内
会

か
ら
の
お
た
よ
り
配
布
支

援
、
庄
内
子
ど
も
食
堂
助

成
金
、
寄
付
金
及
び
県
・

市
か
ら
の
補
助
金
で
運
営

し
て
い
く
予
定
で
す
。

学
習
支
援
に
は
鶴
岡
工

業
高
等
専
門
学
校
の
生
徒

が
、
運
営
に
は
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
現

在

人
）
と
医
療
生
協
か

14
ら
の
支
援
で
す
。

食
材
の
提
供
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
ご
寄

附
の
申
し
込
み
は
、
事
務

局
・
坂
本
昌
栄
（T

E
L

０

９
０
・
２
８
８
２
・
９
４

０
３
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。



「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど

い
」
が
５
月
７
日
、
藤
島

地
域
の
東
田
川
文
化
記
念

館
・
明
治
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
教
師
や
住
民
な
ど
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
は
「
小
中
一
貫
教

育
を
考
え
る
市
民
の
会
実

行
委
員
会

、
共
催
が
県

」

教
職
員
組
合
、
後
援
が
市

教
育
委
員
会
で
す
。

鶴
岡
市
で
は
、
藤
島
中

学
校
改
築
に
あ
わ
せ
て
、

藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議

が
設
置
さ
れ

新
た
な

小

、

「

中
一
貫
校
」
な
ど
が
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月

日
か
ら
住
民
説

12

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
予
定
さ
れ
、
そ
の
前
に

情
報
を
し
っ
か
り
共
有
し

よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。話

題
提
供
は
、
南
波
純

氏
（
元
藤
島
中
学
校
教
諭

・
市
議
会
議
員

、
高
橋

）

岳
人
氏
（
小
学
校
教
諭
・

県
教
職
員
組
合

、
太
田

）

功
氏(

渡
前
・
元
市
職

員)

、
百
瀬
裕
慶
氏
（
い

な
ば
幼
稚
園
園
長
、
藤
島

児
童
館
指
定
管
理
者
）
の

４
氏
で
す
。

財
政
優
遇
措
置

南
波
氏
は

「
な
ぜ
突

、

然
、
藤
島
で
小
中
一
貫
教

育
が
出
て
き
た
の
か
。

藤
島
中
学
校
と
藤
島
小

学
校
が
校
舎
改
築
の
時
期

に
き
て
お
り
、
単
独
校
だ

と
国
庫
補
助
が
３
分
の
１

だ
が
、
一
貫
校
な
ら
２
分

の
１
に
な
り
、
財
政
優
遇

措
置
で
市
が
有
利
に
な
る

か
ら
だ

」
。

小
学
校
と
中
学
校
の
文

化
が
違
う

高
橋
氏
は
、
新
庄
市
の

明
倫
学
園
と
戸
沢
村
の
戸

沢
学
園
の
先
生
の
話
を
聞

い
て

「
小
学
校
と
中
学

、

校
の
文
化
が
違

う
こ
と
、
出
口

が
中
学
校
な
の

で
、
中
学
校
の

文
化
に
引
き
ず

ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
。

６
年
生
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て

の
活
躍
の
場
、

子
ど
も
た
ち
が

小
学
校
で
い
っ

ぱ
い
ム
ダ
な
こ

と
を
や
っ
て
、

中
学
校
に
上
が

る
か
ら
こ
そ
、

ム
ダ
な
こ
と
が

生
き
て
く
る
と

い
う
、
小
学
校

の
文
化
が
ど
う

な
る
の
か
疑
問
を
持
っ

た

」。
特
色
の
あ
る
小
学
校

太
田
氏
は

「
以
前
か

、

ら
渡
前
小
の
海
浜
学
校
や

山
羊
の
飼
育
、
子
ど
も
の

獅
子
踊
り
、
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
、
地
域
の
先
生
と
し

て
協
力
し
て
き
た
。

２
０
１
８
年
に
国
・
県

が
進
め
る
地
域
学
校
協
働

活
動
に
乗
ら
な
い
か
と
の

勧
め
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
導
入

さ
れ
た
。

東
栄
小
も
、
獅
子
踊
り

な
ど
地
域
と
の
関
わ
り
が

強
い
。

特
色
の
あ
る
小
学
校
を

一
つ
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
な
の
か
？
。

人
口
減
少
は
止
ま
る
の

か
を
考
え
る
べ
き
だ

」
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心

百
瀬
氏
は

「
市
の
幼

、

児
教
育
連
絡
協
議
会
の
会

長
と
し
て
、
幼
稚
園
・
保

育
園
と
小
学
校
の
連
携
を

提
言
す
る
立
場
に
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

小
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。幼

稚
園
や
保
育
園
で
は

子
ど
も
た
ち
の
非
認
知
能

力
（
見
え
な
い
学
力
）
の

向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
小
学
校
で
は

受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

課
題
が
あ
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

中
学
校
に
合
わ
せ
る

南
波
氏
は

「
小

、

中
連
携
」
と
「
小

中
一
貫
」
の
違
い

に
つ
い
て

「
小
学

、

校
と
中
学
校
の
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
を、

認
め
合
い
な
が
ら

違
っ
た
中
で
良
さ

を
引
き
出
し
、
情

報
を
交
換
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
り
良
い
方
向

を
模
索
し
て
い
く

と
い
う
の
が
小
中

連
携
。

と
こ
ろ
が
小
中

一
貫
は
、
小
・
中

が
同
じ
こ
と
を
目

指
す
。

そ
も
そ
も
発
達

段
階
も
環
境
も
異

な
る
も
の
を
同
じ

に
す
る
こ
と
に
、

色
々
無
理
が
あ
る
。

結
局
、
小
学
校
を
中
学

校
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
旧
合
併

前
の
村
が
単
位

参
加
者
か
ら

「
今
学

、

校
の
建
て
替
え
の
話
が
出

て
い
る
が
、
教
育
は
国
家

１
０
０
年
の
計
と
言
わ
れ

て
い
る
。

教
育
の
目
標
は
、
旧
教

育
基
本
法
で
人
格
の
完
成

を
め
ざ
す
と
さ
れ
、
安
倍

首
相
も
そ
れ
を
変
え
ら
れ

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
人
格
で
は
な

く
、
外
国
で
活
躍
で
き
る

、

、

人
材
を
今

財
界
が
求
め

語
学
や
数
学
、
デ
ジ
タ
ル

に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。大

事
な
こ
と
は
地
に
根

を
張
る
こ
と
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
昭
和

の
合
併
前
の
村
が
単
位
で

な
か
っ
た
か
。

こ
れ
ま
で
は
地
域
に
根

を
張
る
人
を
育
て
て
き
た

が
、
地
域
を
捨
て
る
教
育

に
な
ら
な
い
か
、
一
番
の

心
配
だ
」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
て
い
な
い

か
？太

田
氏
は
発
言
の
冒
頭

で

「
周
り
で
は
、
子
ど

、
も
が
少
な
く
な
る
し
、
小

中
一
貫
校
は
し
ょ
う
が
な

い
。
諦
め
ム
ー
ド
や
、
関

心
を
寄
せ
て
い
な
い
雰
囲

気
を
感
じ
る
。

今

さ

ら

何

で

き

る

の
？
、
市
の
政
策
に
抵
抗

で
き
る
の
？
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
る
。

あ
き
ら
め
て
い
な
い

か
。
藤
島
の
こ
れ
か
ら
の

学
校
の
こ
と
だ
ぞ
。

も
っ
と
も
っ
と
一
緒
に

考
え
よ
う
と
、
声
を
出
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月11日入札分

・市道神楽橋十三軒町線道路改良工事（本町二丁目地内 （入札6業者うち2業者）
辞退）
小野寺建設(株) 33,300,000円（33,830,000円）工期～12/28（落札率98.43％）
・北山線表層改良工事（大網地内 （入札3業者うち1業者辞退））
斎藤建設(株) 1,980,000円（2,030,000円）工期～9/20（落札率97.54％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
4月27日入札分

・赤川河川緑地トイレ整備工事（大宝寺地内）(入札4業者)
有賀建設(株) 18,000,000円（18,140,000円）工期～8/4（落札率99.23％）

地
域
に
根
を
張
る
人
を
育
て
ら
れ
る
か

鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い


